
資料３

理容師・美容師養成施設の実態等に関する調査の実施について

１ 目的
理容師・美容師養成施設における運営状況等を明らかにし、理容師・美

容師養成施設の適正な運営の確保に関する検討会における基礎資料とする
ことを目的に調査を実施する。

２ 調査の対象
（１）都道府県 全都道府県 ４７か所
（２）地方厚生（支）局 全地方厚生局 ８か所
（３）理容師・美容師養成施設 全養成施設 ４０３か所
（４）理容所・美容所 実務実習生を受け入れている理容所

又は美容所 ８０６か所
（１養成施設×２か所）

３ 調査事項
（１）教員に関すること
（２）生徒に関すること
（３）授業に関すること
（４）施設及び設備に関すること
（５）申請等に関すること

４ 調査の方法
（１）都道府県

厚生労働省健康局生活衛生課より都道府県に依頼して実施する。
（２）地方厚生（支）局

厚生労働省健康局生活衛生課より各地方厚生（支）局に依頼して実
施する。

（３）理容師・美容師養成施設
厚生労働省健康局生活衛生課が （社）日本理容美容教育センターの、

協力を得て実施する。
（４）理容所・美容所

厚生労働省健康局生活衛生課が （社）日本理容美容教育センター、、
全国理容生活衛生同業組合連合会及び全日本美容業生活衛生同業組合
連合会の協力を得て、理容師養成施設及び美容師養成施設を通じて、
実務実習生を受け入れている理容所又は美容所に依頼して実施する。

５ 調査の時期 平成19年５月及び６月

６ 集計 厚生労働省健康局生活衛生課において行う。


